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リスク管理を起点とした経営改善の実践

 

（ＲＣＭ経営の実践）

ＰＤＣＡからＲＣＭへ

計画（Ｐ）・実行（Ｄ）の後で成果検証するのでは遅い。
ＰＤＣＡは結果から原因を潰すが、ＲＣＭは、原因を予測し、

 

あらかじめ手を打つ点に特徴がある。
PDCAの問題は、山積するＰＤのため、ＣＡの段階が確実に実施

 

できないことが多い点にある。それに対してRCMは、計画達成

 

の障害要因をあらかじめ予想して対処できる。

ＲＣＭは
1.直面しているリスクを意識させた管理活動に導く
2.リスクを統制するということが重要な経営活動であることを

 

意識させる
3.統制を機能ではなく、具体的行為としての活動（アクテイビティ）

 

として明確にする
4.管理者の重要な職務の一つは統制活動であるとし、直面する

 

リスクへの対応に有効か否かの点で管理者を評価する
5.所管する業務責任者によるリスクに対する統制活動成果の報

 

告を通して、説明責任を果たす

ＲＣＭの狙い

現場力を鍛える。
実行力（具体的行動への展開）
改善力（統制の工夫を求める）
組織力（システム思考力）

体質を改善する。
リスクに敏感な組織風土
しなやかで強靭な組織体質

リスクが判る。
統制が判る
管理が判る

ＲＣＭプロジェクト

①リスク認識の研修
ＲＣＭ研修

②ＲＣＭ成果目標設定
対象範囲の設定
戦略レビュー、中計見

 

直し、コストダウン、

 

業務革新、など

③リスクの棚卸し

④統制の現状把握

⑤リスクと統制の
ヒットギャップ

⑥統制の工夫とＲＣＭ化
アイデア会議等

⑦ＲＣＭによる経

 

営

 

改善活動の

 

管理へ

⑧成果目標とリス

 

ク・統制の自己点検

⑨評価と報告

•ＲＣＭの適用用途は広いので、対象範囲と成果目標の設定がポイント
•小さく導入し、成果を見極めながら大きく育て、全社の改善活動の基盤へつなげる
•研修と実践の繰り返しが大切
•管理統制活動に工夫・アイデアを持ち込み、改善につなげる

成果目標の設定と
リスクの認知活動

RISK ASSESMENT

統制の設計及び実施活動
CONTROL

統制の有効性評価活動
MONITORING

リスク統制目標設定活動
ASSERTION

経営層等への報告活動
ＲＥＰＯＲＴ

ＲＣＭのサイクル
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どのような分野で活用できるか

コストダウン

戦略レビュー、中期計画の見直し

中間管理職向け管理能力向上研修

既存マネジメントツールの活性化

管理業務は、
物作りの現場に比べて、コストダウンへの業務改善の工夫が不足
していないか
営業の現場に比べて、達成目標が不明確で、検証が甘くないか
管理者の管理スタイルという属人的影響で統制は増大し、聖域化
していないか
統制業務が適切かどうかの評価が不足し、慣例化してないか

統制業務の改善により、コストは下がる。
統制整備により、失敗や品質不良が減少しコストダウン
統制業務の改善によるコストダウン
業務分掌の組み換えによるコストダウン

リスクの棚卸と既存統制との
ヒットギャップ

統制の改善
統制の工夫

プロセス改善

組織改善

コストダウン

ムダな統制の排除

ＲＣＭ化で推進管理

マネジメントツールの形骸化の要因
（ＢＳＣ，方針管理、目標管理、ＩＳＯ、などのマンネリ化）

リスクの把握・分析が甘くなり、浅い問題把握になる
課題設定が甘くなる（不明確な統制活動）
課題対応の有効性評価が甘くなる
ＰＤＣＡのサイクルが機能しない
リスク記述が不十分で、他の人が見ても深刻さが伝わらない

ＲＣＭにより深く、真剣にリスクを把握する

識別されたリス
クに対する統制
と管理システム
で設定された管
理項目との
ギャップ把握

ＲＣＭ
対象範囲
の設定

リスク棚卸
方法設定

リスクの
棚卸実施

ＲＣＭによる
課題対応と改善
（リスクの歯止め）

統制活動評価

統制の設計 統制の評価リスクの識別 統制目標設定 評価報告

ＲＣＭ

TQMTQM

MBOMBO

BSCBSC

方針管理方針管理

設定された
課題

TQMTQM

MBOMBO

BSCBSC

方針管理
方針管理

・リスクの

体系的

整理

・リスク･

課題の

一元管理

・統制活動
・課題対応

活動の実践
・評価

ＲＣＭでＲＣＭで実践の管理

・リスクの

体系的

整理

・リスク･

課題の

一元管理

・統制活動
・課題対応

活動の実践
・評価

ＲＣＭでＲＣＭで実践の管理

戦略・計画の前提となるリスク認識の妥当性
戦略オプションの妥当性
戦略シナリオの妥当性
行動計画の妥当性
行動の有効性検証

ＲＣＭは、統制の設計を通じて、会社の関連各部門との間で、

 

最適化のために業務を再設計する活動である

研修項目
統制設計の中心的役割を期待される中間管理職像の明確化
会社全体を視野においた管理統制ポイントの設定
統制の設計活動を通じて管理機能を明確化
統制の有効性評価に権限責任が果たされたかどうかの検証
設計された統制機能を相互評価

識別されたリスク

リスクの対応のため

の統制機能の具体化

①コントロールタイプの選択

②コントロールポイントの設定

③階層的職務分掌の設定

リスクの棚卸と既存統制との
ヒットギャップ

設計されて統制の相互評価

中間管理職の役割統制の設計と運用

戦略評価

戦
略
立
案

戦略展開

活動計画
戦略案検討

活動
R-C-Ｍ

戦略推進
ドライバー

R-C-Ｍ
結果測定

効果的
業務管理

R-C-Ｍ

実行管理
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日本総合研究所経営システム研究クラスターのご紹介経営システム研究クラスターのご紹介

コンセプトコンセプト

リスクアセスメントを通して、識別されたリスクに対する対応力を診断し、改善するための、仕組み制度の設計

 

導入をご支援します。
①内部統制システムの設計及び運用評価
②予算統制や業績管理などマネジメントコントロールシステムの設計及び運用評価
③オペレーションナルリスクや財務リスクへの対応のための業務プロセスの改革・経営管理組織の改革
④内部統制監査対応レベルの決算業務及び経理体制の再構築
⑤意思決定システムの再構築、職務分掌の見直しと決裁権限の再構築
⑥内部統制と業務の効率化のための重要業務プロセスの改革
⑦戦略及びビジネスモデルの評価

 

⑧不正発生・防止のための統制制度の整備
⑨リスクマネジメント体制(自己点検制度)の導入

経営システムの機能不全を防止するために、システム自体が備えなければならない ①リスクの認識能力、②識別されたリ
スクへの対応能力 を評価するための技術開発を研究テーマとしています。
時として間違いを起こす不安定な人間の判断を、適切な経営システムの機能により統制する仕組として経営システムの再構

築をコンサルティングサービスとして提供します。

安定した経営成果
不安定な経営成果

 

良い時、悪い時がある

良い経営システム 悪い経営システム

原因は何か？

経営システムは生き物のように、

 

間断なく変化し続けます

活動テーマ活動テーマ

インキュベーションインキュベーション

IINCUBATIONNCUBATION
ソリューションソリューション

SSOLUTIONSOLUTIONS

イシュー・レイジングイシュー・レイジング

IISSUESSUE･･RRAISINGAISING

システ

 

ム

 

インテ

 

グレー

 

ション

 

SYSTE

 

M

 

INTEG

 

RATIO

 

N

シン

 

クタ

 

ンク

 

THI

 

NK

 

TA

 

NK

コンサルティング

 

CONSULTING

知識

 

エンジニアリング

 

KNOWLEDGE

 

ENGINEERING

お問い合わせから契約締結までお問い合わせから契約締結まで

契約のご締結までは、お客様の費用は発生しません。

お問合せ／ご相談内容等入手した資料や情報の秘密は厳守します。

お気軽に下記まで

 

お問い合わせ下さい

お問合せ 無料相談

貴社のご懸念事項の

 

確認をさせて頂きます

企画書のご提示

コンサルティング内容

 

に関する企画書を

 

ご提示します

契約のご締結

企画内容をご承諾後、

 

正式にコンサルティング

 

契約を締結します

株式会社

 

日本総合研究所

 

総合研究部門

経営システム研究クラスター

http://www.jri.co.jp/consul/theme/risk/index.html

〒５４２-００８１

 

大阪市中央区南船場３-1０-１９

 

銀泉心斎橋ビル３階

TEL

 

０６－６２４３－４６４４

 

FAX

 

０６－６２４３－４６６８
E-mail  ohbayashi.masayuki@jri.co.jp

お問い合わせ先お問い合わせ先
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